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(57)【要約】
　自動車用のサーボブレーキが提案される。そのコント
ロール・バルブ１２は、駆動ロッド７に対して独立にバ
ルブ・ピストン９を移動させる電磁石２０により駆動さ
れることが可能である。この電磁石２０は、作業チャン
バー４の換気を可能にする第三のシール座面２４を作動
させる。この第三のシール座面２４は、前記電磁石２０
と協働するスリーブ３２の上に形成される。環状の要素
３６が、設けられ、この環状の要素は、第三のシール座
面２４に対して移動可能に配置され、且つ、間に挿入さ
れた弾性または圧縮可能な要素３７を介してスリーブ３
２を押圧する。サーボブレーキのノイズの挙動を改善す
るために、本発明によれば、上記環状の要素３６は、通
常の制動の間に作り出される空気の流れＬを作業チャン
バー４の方向へガイドするための手段を有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用のサーボブレーキであって：
　ブースター・ハウジング（１）を備え、このブースター・ハウジングの内部は、可動ウ
ォール（２）により、真空チャンバー（３）と作業チャンバー（４）に更に分割され、
　前記可動ウォール（２）を保持するコントロール・ハウジング（５）を備え、このコン
トロール・ハウジング（５）の中にコントロール・バルブ（１２）が配置され、
　このコントロール・バルブは、前記可動ウォール（２）の上に作用する空気圧の圧力差
をコントロールし、駆動ロッド（７）とバルブ・ピストン（９）の両方により駆動される
ことが可能であり、且つ、前記駆動ロッド（７）に対して独立に電磁石（２０）により駆
動されることが可能であり、また、互いに対して同心状に配置された三つのシール座面（
１５，１６，２４）及びバルブ・ボディ（１０）からなり、
　このバルブ・ボディは、これらシール座面（１５，１６，２４）と協働し、且つ軸方向
の経路（１９）が設けられ、第一のシール座面（１５）は、前記コントロール・ハウジン
グ（５）の中に形成され、第二のシール座面（１６）は、前記バルブ・ピストン（９）の
上に形成され、これに対して、第三のシール座面（２４）は、前記電磁石（２０）と協働
するスリーブ（３２）の上に形成され、
　環状の要素（３６）が設けられ、この環状の要素は、第三のシール座面（２４）に対し
て移動可能に配置され、且つ、間に挿入された弾性または圧縮可能な要素（３７）を介し
て前記スリーブ（３２）を押圧し、この環状の要素の、前記バルブ・ボディ（１０）の方
向へ向けられたエッジ領域は、径方向の開口部（３８）により互いから隔てられた部分領
域（３３）を有し、これらの径方向の開口部を介して、このエッジ領域が、前記バルブ・
ボディ（１０）と接触状態にあり、
　このエッジ領域は、解除位置において、第三のシール座面（２４）に対して、前記バル
ブ・ボディ（１０）の方向に軸方向にオフセットされて配置され、
　前記環状の要素（３６）は、前記スリーブ（３２）の径方向内側に配置され、当該環状
の要素が、その部分領域（３３）を介して前記バルブ・ボディ（１０）と接触状態にあり
、この部分領域が、前記バルブ・ボディ（１０）の中に設けられた前記経路（１９）を少
なくとも部分的に開けるように構成されている、
　サーボブレーキにおいて、
　前記環状の要素（３６）は、通常の制動の間に作り出される空気の流れ（Ｌ）を、前記
作業チャンバー（４）の方向へガイドするための手段を有していることを特徴とするサー
ボブレーキ。
【請求項２】
　下記特徴を有する請求項１の記載のサーボブレーキ：
　前記手段は、前記空気の流れ（Ｌ）を、前記環状の要素（３６）の内側（５０）に沿っ
てガイドすることを可能にする。
【請求項３】
　下記特徴を有する請求項２の記載のサーボブレーキ：
　前記環状の要素（３６）は、前記バルブ・ボディ（１０）の方向へ向けられたその端部
に、周辺リング（４７）を有し、
　この周辺リングの端部は、軸方向で、前記部分領域（３３）と同じ位置に揃い、
　前記リング（４７）は、径方向で、前記経路（１９）の径方向の内側（４８）をカバー
する。
【請求項４】
　下記特徴を有する請求項３の記載のサーボブレーキ：
　前記リング（４７）は、前記環状の要素（３６）の前記部分領域（３３）に対して一体
的に接続されている。
【請求項５】
　下記特徴を有する請求項４の記載のサーボブレーキ：
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　前記環状の要素（３６）に、前記リング（４７）が、一体化された射出成形品として設
けられている。
【請求項６】
　下記特徴を有する請求項１から５のいずれか１項に記載のサーボブレーキ：
　前記環状の要素（３６）の前記部分領域（３３）は、より大きい壁厚を有し、
　前記部分領域（３３）の少なくとも一部には、前記バルブ・ボディ（１０）の方向へ向
けられたリセス（４９）が設けられている。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車用のサーボブレーキに係る。このサーボブレーキは、ブースター・ハ
ウジングを備え、このブースター・ハウジングの内部は、可動ウォールにより真空チャン
バーと作業チャンバーに、更に分割されている。このサーボブレーキは、前記可動ウォー
ルを保持するコントロール・ハウジングを備え、このコントロール・ハウジングの中に、
コントロール・バルブが配置されている。このコントロール・バルブは、前記可動ウォー
ルの上に作用する空気圧の圧力差をコントロールし、バルブ・ピストンにより駆動ロッド
により駆動されることが可能であり、且つ、前記駆動ロッドに対して独立に、電磁石によ
り駆動されることも可能であり、また、互いに対して同心状に配置された三つのシール座
面、及びバルブ・ボディからなり、このバルブ・ボディは、前記シール座面と協働し、且
つ、軸方向の経路が設けられている。第一のシール座面は、前記コントロール・ハウジン
グの中に形成され、第二のシール座面は、前記バルブ・ピストンの上に形成され、これに
対して、第三のシール座面は、前記電磁石と協働するスリーブの上に形成されている。環
状の要素が設けられ、この環状の要素は、第三のシール座面に対して移動可能に配置され
、且つ、間に挿入された弾性または圧縮可能な要素を介して、前記スリーブを押圧する。
この環状の要素の、前記バルブ・ボディの方向へ向けられたエッジ領域は、径方向の開口
部により互いから隔てられた部分領域を有し、この径方向の開口部を介して、このエッジ
領域が前記バルブ・ボディと接触状態にあり、且つこのエッジ領域は、解除位置において
、第三のシール座面に対して、前記バルブ・ボディの方向に軸方向にオフセットされて配
置されている。前記環状の要素は、前記スリーブの径方向内側に配置され、この環状の要
素は、その部分領域により、前記バルブ・ボディと接触状態にあり、この部分領域が、前
記バルブ・ボディの中に設けられた前記経路を少なくとも部分的に開けるようになってい
る。
【背景技術】
【０００２】
　このタイプのサーボブレーキは、国際公開第 WO 2006/005742 A1 から知られている。
しかしながら、この既知のサーボブレーキにおいて、騒々しいと感じられるノイズが、通
常の制動動作の中で、発生する。このネガティブなノイズの挙動は、スリーブのエッジに
当たる空気の流れの突然の逆転により、及び、バルブ・ボディからの第二のシール座面の
偏った上昇の結果として、作業チャンバーの方向への、第二のシール座面に当たる流入空
気の流れの渦により、説明される。この渦は、バルブ・ボディのチャンバーの中で、振動
する空気のカラムが作り出される原因となる。更に、この渦がサーボブレーキの反応時間
及び解除時間の動特性に対してネガティブな影響を有していることもまた、ネガティブで
あると考えられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第 WO 2006/005742 A1 号パンフレット
【発明の概要】
【０００４】
　それ故に、本発明の目的は、そのノイズの挙動及び流れの状態に関して改良されたサー
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ボブレーキを提供することにある。
【０００５】
　この目的は、本発明により実現される。本発明によれば、前記環状の要素が、通常の制
動の間に作り出される空気の流れを、前記作業チャンバーの方向へガイドするための手段
を有していて、この手段は、ノイズの挙動及び流れの状態がポジティブに影響されること
が可能であるように、空気の流れの定められたガイドを可能にする。
【０００６】
　前記手段は、好ましくは、前記環状の要素の内側に沿う空気の流れのガイドを可能にす
る。空気の流れは、それにより、定められたやり方で、且つ迂回または突然の反転が無い
状態で、前記作業チャンバーの方向へ導かれる。最も好ましい場合において、応答及び解
除の動特性の改良が、それにより実現されることになる。
【０００７】
　本発明のコンセプトの具体的な実施のために、本発明の好ましい発展形態は、以下の形
態を提供する：即ち、前記環状の要素は、前記バルブ・ボディの方向へ向けられたその端
部に、周辺リングを有していて、この周辺リングの端部は、軸方向で、前記部分領域と同
じ位置に揃い、前記リングは、径方向で、前記経路の径方向の内側をカバーする。前記バ
ルブ・ボディの経路を通る流れのブラッシング、それ故に、バルブ・ボディの内側での振
動する空気のカラムの発生が、それにより取り除かれることが可能になる。
【０００８】
　前記リングは、好ましくは、前記環状の要素の前記部分領域に対して一体的に接続され
、それにより、前記リングの更なる組み込みが省略されることが可能になる。
【０００９】
　前記環状の要素のシンプル且つ低コストの製造が実現され、それによれば、前記環状の
要素に、一体化された射出成形品として、前記リングが設けられる。
【００１０】
　本発明の好ましい発展形態によれば、空気圧のサーボブレーキのブースター・ハウジン
グの中で増大する空気の圧力の、計量された減少のために、且つ、安定のために、前記環
状の要素の前記部分領域は、より大きな壁厚を有し、前記部分領域の少なくとも一部に、
バルブ・ボディの方向へ向けられたリセスが設けられる。コントロールされた圧力減少フ
ェーズの場合には、それにより、作業チャンバーからの大気のサクションが、計量された
やり方で、生ずることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、作動していない準備位置での、本発明のサーボブレーキの空気圧のコン
トロール・ユニットを、外側の一部を取り除いた状態の長手方向断面で、を示す。
【図２】図２は、本発明のサーボブレーキの空気圧式コントロール・バルブのコンポーネ
ントを形成するサブ・アセンブリの斜視図である。
【図３】図３は、図２に基づくサブ・アセンブリを、軸方向の断面図で示す。
【図４】図４は、既知のサーボブレーキのディスク・バルブの領域での、拡大された詳細
図を示す。
【図５】図５は、図１による本発明のサーボブレーキのディスク・バルブの領域での、拡
大された詳細図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の説明において、本発明が、添付図面と共に、実施形態の例を参照しながら、より
詳細に説明される。
【００１３】
　本発明に基づくサーボブレーキのブースター・ハウジング１（概略的に示されている）
は、軸方向への可動ウォール２により、真空チャンバー３と作業チャンバー４に、更に分
割されている。軸方向への可動ウォール２は、深絞りされたシート・メタルのダイアフラ
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ム・ディスク８、及びそれに接するフレキシブルなダイアフラム１８からなる。このフレ
キシブルなダイアフラム１８（詳細には示されていない）は、ダイアフラム・ディスク８
の外縁とブースター・ハウジング１の間のシールとして、回転ダイアフラムを形成する。
【００１４】
　コントロール・バルブ１２は、駆動ロッド７により駆動されることが可能であって、コ
ントロール・ハウジング５の中に収容されている。このコントロール・ハウジングは、ブ
ースター・ハウジング１の中でシールされた状態でガイドされ、可動ウォール２を支持し
ている。このコントロール・バルブは、コントロール・ハウジング５の上に形成された第
一のシール座面１５、駆動ロッド７に接続されたバルブ・ピストン９の上に形成された第
二のシール座面１６、及び、バルブ・ボディ１０からなり、このバルブ・ボディは、これ
ら二つのシール座面１５，１６と協働し、且つ、コントロール・ハウジング５の中にシー
ルされた状態で、動かない状態で配置されたガイド部分２１の中でガイドされる。上記の
バルブ・ボディ１０は、Ｌ字型の断面を有し、ガイド部分２１を押圧するバルブ・スプリ
ング２２により、バルブ・シート１５，１６に対して押し付けられる。
【００１５】
　バルブ・ボディ１０は、異なる軸方向の長さの、同軸上に配置された二つのシール・リ
ップ１３，１４を有していて、それらは、ガイド部分２１の二つの同軸上の円筒状のガイ
ド・フェース２６，２７と協働する。ガイド部分２１は、空気圧のチャンバー１７の限界
を定め、この空気圧のチャンバーは、バルブ・ボディ１０の中に形成された軸方向の経路
１９を介して、作業チャンバー４の中で支配的な空気圧の圧力を受けることが可能である
。作業チャンバー４は、コントロール・ハウジング５の中に配置された横方向の経路２８
を介して、真空チャンバー３に対して接続可能である。
【００１６】
　戻しスプリング（この図面の中には示されていない）は、真空側のブースター・ハウジ
ング１の端面（これもまた示されていない）を押圧し、ここに示された開始位置において
可動ウォール２を保持する。それに加えて、第二の圧縮スプリング即ちピストン・ロッド
戻しスプリング６が設けられ、このスプリングは、一方の端で、間接的に、駆動ロッド７
を押し、また、もう一方の端で、ガイド部分２１を押し、このスプリングの力は、バルブ
・ボディ１０に対する、バルブ・ピストン９またはそのシール座面１６の予荷重を確保す
る。
【００１７】
　最後に、コントロール・バルブ１２の作動により、作業チャンバー４を環境に接続する
ことを可能にするために、ほぼ径方向に配置されたチャネル２９が、コントロール・ハウ
ジング５の中に形成されている。制動動作の最後での、バルブ・ピストン９の戻りの運動
は、横方向の部材１１により制限され、この横方向の部材は、この図面の中に示されてい
るサーボブレーキの解除位置において、ブースター・ハウジング１の中に形成された停止
部材に接触している。
【００１８】
　この図面から更に明らかなように、バルブ・ボディ１０は、金属補強プロファイル４１
により補強されていて、二つのシール座面１５，１６と協働する環状のシール面４２を有
し、また、このバルブ・ボディには、複数の軸方向の経路１９が設けられている。これら
の経路１９により形成される流れチャネル（詳細には示されていない）、及び、シール面
４２の中の開口部が、空気圧のチャンバー１７を、シール座面１５，１６により境界が定
められ環状のチャンバーに接続する。この環状のチャンバーは、上述の空気圧のチャネル
２９に接続され、それにより、バルブ・ボディ１０の、シール面４２とは反対方向に向け
られた側の上に形成された空気圧のチャンバー１７が、常に作業チャンバー４に接続され
るようになっていて、また、バルブ・ボディ１０上での空気の圧力の同等化が生じるよう
になっている。
【００１９】
　ここで説明された配置は、それ故に、サーボブレーキの応答力と、バルブ・ピストンの
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上に作用する回復力の間の相違の減少を可能にする。これは、一定の応答力で、回復力の
増大が可能であり、あるいは、一定の回復力で、応答力の減少が可能である、と言う意味
で、可能になり、それにより、本発明のサーボブレーキの履歴の改良が実現される.
　駆動ロッド７から独立して、本発明のサーボブレーキの外部からの操作を誘発するため
に、第三のシール座面２４が、第一のシール座面１５と第二のシール座面１６の間に、径
方向に設けられ、この第三のシール座面２４は、電磁石２０により駆動されることが可能
である。この電磁石は、好ましくは、バルブ・ピストン９にリジッドに接続されたハウジ
ング２５の中に配置され、それ故に、コントロール・ハウジング５の中で、バルブ・ピス
トン９と共に、変位可能である。
【００２０】
　電磁石２０は、ハウジング２５の内側に配置されたコイル４３、及び円筒状のロータ３
１からなり、このロータは、軸方向に移動可能に配置され、閉鎖部分３０の中で部分的に
ガイドされ、この閉鎖部分は、ハウジング２５を閉じ、且つ、スリーブ３２を支持し、こ
のスリーブ３２の、バルブ・ボディ１０とは反対方向に向けられた領域内に、先に述べた
第三のシール座面２４が形成されている。図面に示された、ロータ３１の開始位置におい
て、第三のシール座面２４は、バルブ・ピストン９の上に形成された第二のシール座面１
６に対して、軸方向にオフセットされて配置され、それにより、間隙が、第三のシール座
面２４とバルブ・ボディ１０のシール面４２の間に、存在するようになっている。
【００２１】
　それに加えて、環状の要素３６が設けられ、この環状の要素は、好ましくは、スリーブ
３２の径方向内側にガイドされる。この環状の要素は、特に、図２及び３の中に示されて
おり、間に挿入された弾性または圧縮可能な要素３７を介して、スリーブ３２を押圧し、
それにより、この環状の要素とスリーブ３２の間で、相対運動が可能であるようになって
いる。ここに示された例において、弾性または圧縮可能な要素３７は、オンデュラー・ワ
ッシャ（ondular washer）により形成され、環状の要素３６のコントロール可能な操作を
可能にする。環状の要素３６の、バルブ・ボディ１０の方向へ向けられた部分領域は、径
方向の開口部３８により、部分領域３３に更に分けられている。
【００２２】
　スリーブ３２により境界が定められた空気圧のチャンバー２３及びコントロール・ハウ
ジング５の中の環状の要素３６を、作業チャンバー４に接続することを可能にするために
、開口部３４（図２及び３で見ることが可能である）が、上記の両部分の中に設けられて
いる。組み立てられた状態における、上述のオンデュラー・ワッシャ２７の配置は、コン
トロール・バルブ１２の作動の方向で見た場合に、好ましくは、オンデュラー・ワッシャ
が、開口部３４及び上述の横方向の部材１１の背後に位置しているように、実現される。
それにより、このオンデュラー・ワッシャ２７は、直接的な空気の流れ領域の外側に配置
され、それにより、動特性関する流れ断面、及びサーボブレーキのノイズの挙動への正の
影響が、実現される。
【００２３】
　それに加えて、環状の要素３６は、オンデュラー・ワッシャ２７の方向へ向けられたそ
の領域内に、ラッチング要素即ち突出部３５を有しており、この突出部は、スリーブ３２
の中に形成された開口部３９と協働して、環状の要素３６が、スリーブ３２とともに取外
し可能なサブ・アセンブリを形成するようになっている。
【００２４】
　図２及び３から理解されることが可能であるように、環状の要素３６は、部分領域３３
の領域内で、バルブ・ボディ１０の方向へ向けられたその端部に、周辺リング４７を有し
ていて、この周辺リングは、環状の要素３６と一体的に設けられ、且つバルブ・ボディ１
０の方向において、部分領域３３と同じ位置に揃うように、配置されている。更にまた、
周辺リング４７は、部分領域３３の領域で、環状の要素３６と同一の内径を有している。
成形により設けられた周辺リング４７を備えた環状の要素３６の製造は、例えば、射出成
形によりシンプル且つ低コストのやり方で、行われる。
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【００２５】
　リング４７の、バルブ・ボディ１０に対する径方向の配置は、図５から特に明らかであ
る。ここで、リング４７が、経路１９をそれらの径方向の内側４８でカバーするが、経路
１９を完全に閉じることがないように、リング４７が、バルブ・ボディ１０の経路１９に
対して配置されていることが分かる。それにより、バルブ・ボディ１０の内側のチャンバ
ー１７とチャンバー２３との間の、圧力の同等化が、環状の要素３６の開口部３８、及び
環状の要素３６及びスリーブ３２の開口部３４を介して、確保される。環状の要素３６及
びスリーブ３２の機能、及び周辺リング４７の優位性については、以下において詳細に説
明される。
【００２６】
　最後に、本発明のサーボブレーキの、図面の中に示された実施形態において、電気的な
スイッチング手段４０，４４が設けられ、それらは、運転者の意図から独立して最大限の
制動をもたらすために（いわゆるブレーキ補助機能）、運転者の操作に加えて電磁石２０
が作動される制動動作の間、特に、重要である。この場合には、スイッチング手段４０，
４４が、各制動動作で駆動されることが、特に重要である。同時に、外部からの力により
補助された制動動作の終了の際に、電磁石２０のスイッチが信頼性高く切られると言うこ
とが、確保されなければならない。
【００２７】
　ここに示されたスイッチング手段は、マイクロ・スイッチ４０及び駆動要素４４からな
る。マイクロ・スイッチ４０は、二つのスイッチング位置を有し、好ましくは、バルブ・
ピストン９または電磁石２０のハウジング２５に固定される。駆動要素４４は、並進運動
によりマイクロ・スイッチ４０を駆動し、コントロール・ハウジング５の中に設けられた
ボアの中でシールされた状態でガイドされ、ブースター・ハウジングの上にリジッドに取
り付けられた停止部材４５と協働する。この停止部材は、参照符号４５が付けられ、例え
ば、ブースター・ハウジングの後ろ半分の径方向のカラーにより、形成されても良い。
【００２８】
　圧縮スプリング４６が、駆動要素４４とコントロール・ハウジング５の間に配置され、
それにより、駆動要素４４の、マイクロ・スイッチ４０とは反対方向に向けられた端が、
予荷重の下に、停止部材４５に接触する。
【００２９】
　電磁石２０により外部から駆動されたときの、コントロール・バルブ１２の個々の作動
フェーズは、基本的に知られているので、それ故に、簡単に説明するだけにとどめる。
【００３０】
　図１の中に示された、コントロール・バルブ１２の休止または待機位置において、バル
ブ・ボディ１０は、第一のシート・シール１５及び第二のシート・シール１６の双方に接
触し、それにより、サーボブレーキの二つのチャンバー３，４が互いから隔てられ、且つ
、作業チャンバー４の、環境への接続が妨げられる。第三のシール座面２４は、バルブ・
ボディ１０のシール面４２から離れて配置され、部分領域３３及び環状の要素の周辺リン
グ４７が、このシール面４２に接触する。
【００３１】
　運転者に対して独立に、圧力の上昇状態を誘発するために、電磁石２０に電圧が加えら
れ、それにより、第三のシール座面２４と環状の要素３６の両方が、先ず、バルブ・ボデ
ィ１０に接触し、それと同時に、弾性の要素３７が圧縮され、次いで、バルブ・ボディ１
０を、バルブ・スプリング２２の力に抗して、図面の中で右の方へ変位させ、それにより
、第二のシール１６とバルブ・ボディ１０の間に間隙が形成され、作業チャンバー４の換
気が生じるようになっている。これが起こると、第一のシール座面１５は、第三のシール
座面２４により、その機能が置き換えられる。
【００３２】
　圧力維持フェーズにおいて、第二のシール座面１６及び第三のシール座面２４が閉じら
れ、それにより、ブースター・ハウジング１の中で支配的な空気圧の圧力に、変化が生ず
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ることがないようになる。
【００３３】
　コントロールされた圧力減少フェーズにおいて、第二のシール座面１６は、閉じられた
状態のまま留まり、第三のシール座面２４は、シール面４２から上昇し、このとき、部分
領域３３及び環状の要素３６の周辺リング４７は、弾性の要素３７の予荷重により、シー
ル面４２に接触する。これにより、作業チャンバー４からの大気の計量されたサクション
、それ故に、空気圧のサーボブレーキのブースター・ハウジング１の中に誘発された空気
の圧力の減少が、部分領域３３の少なくとも一部のリセス４９を介して生じることになる
。これは、特に、図２の中で見られることが可能である。
【００３４】
　図４及び５の両方に、通常の制動動作が示されている。この制動動作において、関係す
るシール座面１６を備えたバルブ・ピストン９が、駆動ロッド７により、駆動方向Ａに動
かされ、コントロール・ハウジング５の上に形成された第一のシール座面１５は、閉じら
れたままで留まる。それ故に、大気が、開いている第二のシール座面１６を介して、作業
チャンバー４の中に流れ込むことが可能であり、それによって、差圧が、ブースター・ハ
ウジング１の中で増大する。サーボブレーキの一般的な動作は、十分に知られているので
、その説明は省略される。
【００３５】
　図４は、WO 2006/005742 A1 に基づく、既知のサーボブレーキの、長手方向断面におけ
る部分図を示す。この図から分かるように、第二のシール座面１６が開くと、空気の流れ
が、バルブ・ボディ１０の経路１９を横切って、通過する。この空気の流れは、矢印Ｌに
より示されている。これが起こると、空気の流れＬは、バルブ・ボディ１０の経路１９を
通過し、それにより、渦が生じ、そして、バルブ・ボディ１０のチャンバー１７の中に、
振動する空気のカラム３５を発生させ、これが、騒々しいノイズを発生させる。その理由
は、チャンバー１７が共鳴器として振舞うからである。通常の制動位置における、騒々し
いノイズの更なる原因は、スリーブ３２のエッジに当たる空気の流れＬの突然の反転であ
ろう。
【００３６】
　図５は、図１から３に基づく、本発明のサーボブレーキの関係部分の拡大図を示す。図
５から明らかなように、環状の要素３６のリング４７は、シール面４２に接触して、経路
１９の径方向の内側４８をカバーする。それにより、空気の流れＬが、環状の要素３６の
内側５０に沿って、作業チャンバー４の方向へガイドされことが確保され、それにより、
空気の流れＬが経路１９を通って流れることができなくなり、ノイズの形成が防止される
ことが可能になる。
【００３７】
　更なる優位性は、空気の流れＬのガイドが改良されることであり、それにより、サーボ
ブレーキの応答時間及び解除時間の改良が、時には実現されることが可能である。
【符号の説明】
【００３８】
　１…ブースター・ハウジング、２…可動ウォール、３…真空チャンバー、４…作業チャ
ンバー、５…コントロール・ハウジング、６…ピストン・ロッド戻しスプリング、７…駆
動ロッド、８…ダイアフラム・ディスク、９…バルブ・ピストン、１０…バルブ・ボディ
、１１…横方向の部材、１２…コントロール・バルブ、１３…シール・リップ、１４…シ
ール・リップ、１５…シール座面、１６…シール座面、１７…チャンバー、１８…回転ダ
イアフラム、１９…経路、２０…電磁石、２１…ガイド部分、２２…バルブ・スプリング
、２３…チャンバー、２４…シール座面、２５…ハウジング、２６…ガイド・フェース、
２７…ガイド・フェース、２８…チャネル、２９…チャネル、３０…閉鎖部分、３１…ロ
ータ、３２…スリーブ、３３…部分領域、３４…開口部、３５…ラッチング要素、３６…
環状の要素、３７…要素、３８…開口部、３９…開口部、４０…マイクロ・スイッチ、４
１…補強プロファイル、４２…シール面、４３…コイル、４４…駆動要素、４５…停止部
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材、４６…スプリング、４７…リング、４８…内側、４９…リセス、５０…内側、Ａ…駆
動方向、Ｌ…空気の流れ。

【図１】 【図２】
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【図５】



(11) JP 2010-500945 A 2010.1.14

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2010-500945 A 2010.1.14

10

20

30

40



(13) JP 2010-500945 A 2010.1.14

10

20

30

40



(14) JP 2010-500945 A 2010.1.14

10

20

30

40



(15) JP 2010-500945 A 2010.1.14

10

20

30

40

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,K
R,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC
,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100100952
            弁理士　風間　鉄也
(74)代理人  100101812
            弁理士　勝村　紘
(74)代理人  100070437
            弁理士　河井　将次
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(74)代理人  100127144
            弁理士　市原　卓三
(74)代理人  100141933
            弁理士　山下　元
(72)発明者  ベッカー、シュテファン
            ドイツ連邦共和国、５５５７６　バーデンハイム、ハオプトシュトラーセ　５７
Ｆターム(参考) 3D048 BB31  BB35  CC26  EE16 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

